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（宛先）大　田　区　長
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　私（申込者（居住者）と家屋所有者）は空気調和機器更新工事の補助について、
裏面のとおり空気調和機器故障状況を報告し、確約事項に同意の上 、申込みをします。
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　冷暖房機の更新工事③（取替工事３回目）は、一人世帯は対象外です。ただし、以下に該当す
る方は一人世帯でも対象になりますので番号に○をつけてください。
　冷暖房機の更新工事④（取替工事４回目）は、一人世帯も対象となります。

１．生活保護受給中 ２．帰国者支援法による支援給付中 ３．死亡した配偶者が２に該当
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台所用換気扇
室外機 室内機

申込者区分 １　自己所有 ２　借家人 ３　その他（　　　　　　　　　　　　）

建物区分
１  木造戸建住宅 ２　木造集合住宅　 ３　鉄筋コンクリート戸建住宅

 ４　鉄筋コンクリート集合住宅 ５　鉄骨ALC版住宅

防音工事以降
建物の改造

の有無
建物の階数

防音工事で
設置した機器

冷暖房機
空調換気扇

＊入札方式のため、原則としてメーカーや機種の指定はできません。ただし、増額分を負担して
　いただくことで可能となる場合がありますので、ご希望の際は工事業者にご相談ください。
＊新たに、エアコンの配管用穴あけ工事や電源工事（ブレーカー、コンセントの取付け、配線工
　事）が必要な場合並びに換気扇の給排気穴の施工が必要な場合は、事前にご用意いただくか、
　施工業者にご相談いただき、別途実費負担をしていただく場合があります。
＊取替工事後、メーカー保証期間外の修理費及び撤去費については自己負担です。
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(居住人数+１まで）

冷暖房機 空調換気扇 台所用換気扇



冷暖房機
　住宅の間取りと現在取り付けてある機器を右の例を参考に記入してください。 　室内機 内
工事希望室と更新希望機器を赤枠で 囲ってください。 　室外機 外
　また、室内機と室外機には番号も記入してください。 （例： 内１ , 外１ ） 空調換気扇 換
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　（２）　賃貸契約等が終了するとき、当該住宅の家屋所有者に無償譲渡し、これらに付帯する権利義務

　　　の一切を継承します。

９　賃貸契約等をしている場合の設置機器について

　　当該住宅の家屋所有者及び借家人の間において、この工事により設置した機器について次のとおり

　協議が整っており、その後の疑義は当方で責任を持って解決します。

　（１）　賃貸契約等により居住する期間は、借家人（転借人を含む。以下同じ。）の所有とします。

７　更新工事に係る調査業者及び工事業者に対し、大田区長が本申請書及び過去の工事実績の内容

　を情報提供することに同意します。

８　当該住宅を譲渡するとき、又は転出するときは、この工事により設置した機器は権利義務一切ととも

　に当該住宅の所有者に継承します。

４　更新工事に係る工事業者及び請負金額の決定の権限を大田区長に委任します。

５　審査要件確認のため、区が申込者及び居住者の住民記録等を公簿等で確認することに同意します。

６　公簿等で確認できない場合は、居住の実態が確認できる書類を提出します。

３　次に該当したときは、この工事に要した補助金を返還することに同意します。

　（１）　本申込書及び空気調和機器故障状況報告書に虚偽の記載をしたとき

　（２）　補助を受けて設置した機器を目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸付又は担保に供したとき

　（３）　将来移転補償を受けることとなったとき（移転補償時に返納）

確　　約　　事　　項

１　調査の結果、居住人数が不足していたり、リフォームや増改築により国が定める防音基準が満たさ

　れなくなった場合は、申込みされた内容での工事補助が受けられないことがあります。

２　工事業者と工事請負契約後、申込者の都合により更新工事を取りやめる場合は、工事に要した費用

　（材料費、実費その他）を負担していただくことがあります。



　住宅騒音防音工事により設置した冷暖房機が10年を経過し、本体に次のような故障等が生じて
いるので報告します。
【室内機番号】・・・（　　）に設置場所を記入してください。
室内機１=（　　　　）　２=（　　　　）　３=（　　　　）　４=（　　　　）

故障の状況（該当項目にレ印）
◎取扱い説明書の確認 【冷暖房機番号】
　故障と判断する前に取扱説明書の「故障かな？と思ったら」 1 2 3 4
等故障判断に関する事項を確認した。

１）運転の不具合 1 2 3 4
①運転スイッチを入れても作動しない。

・リモコンが電池切れになっていない。
・乾電池の＋－が逆になっていない。
・電源プラグが差し込まれている。
・家庭のヒューズやブレーカーが切れていない。
・停電ではない。

1 2 3 4
②頻繁に運転が停止する。

1 2 3 4
③運転中に異常な音または振動がする。

1 2 3 4
④電気代が以前に比べて大幅に増えた。
（従来：　　　　Kw/月→増加後：　　　　Kw/月）

２）冷暖房の不具合 1 2 3 4
①冷暖房が効かない。

・フィルター清掃は行っている。
・設定温度は適正になっている。
・上下風向板は運転内容に見合った正しい位置になっている。
・風速が微風等の「弱」になっていない。

1 2 3 4
②冷暖房の切替が出来ない。
・１）運転の不具合①の確認事項はチェックした。

1 2 3 4
③二室切替(マルチ）型冷暖房機の切替が出来ない。
・１）運転の不具合①の確認事項はチェックした。

1 2 3 4
３）その他

具体的な内容を記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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（内容を記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（冷暖房機番号　　　停止の頻度　　　回/日） （冷暖房機番号　　　停止の頻度　　　回/日）
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